
「有機農業の拡大」の進捗状況について 

産地支援課 

○令和２年度末の進捗状況 

・ 有機ＪＡＳほ場面積は 155ha から 12ha 増加し 167ha(見込み)となりました（有機ほ場

面積の面積割合 0.4％） 

・ 米では有機ＪＡＳの取組拡大に向けて、新たに４経営体が実需者への出荷を開始しま

した。令和３年度はさらに４経営体が出荷を開始する見込みです。 

・ 野菜では島根県産有機農産物を取り扱い、一緒になって産地を育ててもらう首都圏の

パートナー企業との取引が３経営体増え、計１２経営体になりました。 

・ また、他荷物との混載輸送により、中核となる産地から首都圏のパートナー企業への

輸送費を２～３割削減しました。 

・ 県では、既存の中核的な産地を中心とした推進マップを作成し、産地化を進めること

により有機農業の取組拡大をすすめています。 


